





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































れ，「少なくとも 4人家族で年間 1500リットルのワインが必要」と明記されている。1人年間 350









































統計がある 1908（明治 41）年以降だけをみても，消費量が次第に増え，1939（昭和 14）年に総消
費量でも 1人当たりの消費量でも戦前の最高値に達していることがわかる。柳田の指摘を裏付ける
データである。明治 41年から昭和 14年までの 30年間に総消費量が 238.7トンから 1161.8トンと






































































































































































































































































































 3 Jean-Pierre POULAIN, Sociologies de l’alimentation, Presse Universitaire de France, 2002. 残念ながら邦訳はない。フ
ランス語原題の社会学はあえて慣用にさからい複数形になっている。少し前なら「飲食のポストモダン社会学」と
でも訳された表題である。
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 26 同書，44頁。
 27 同書，353頁。森銑三，『明治東京逸聞史 2』，平凡社，1969。
 28 当時，東京は当時 15区，芝区は昭和 22（1947）年に麻布区と赤坂区とともに現在の港区となる。









 31 ピエール・ロティ著，村上菊一郎，吉氷清訳，『秋の日本』，角川文庫，1953（原著 1889），66頁。
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変した。準拠した原著は次のものである。Pierre LOTI, Japoneries d’automne, 1889, Paris, Calmann Lévy, 1889, p. 97.
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 73 大黒葡萄酒は，4の 2）でふれた日本初のワイナリー，祝村葡萄酒会社にも関係した宮崎光太郎が，この会社の解
散後，会社の機材を引き継いで設立した甲斐産葡萄酒を前身としている。広告が「最古の伝統」というのは，この
会社の沿革にもとづいている。この広告の下方には，「大黒ブブー酒」と会社名が大書されており，その上に「最
高の品質　最古のポートワイン」とある。宮崎光太郎を創業者とする大黒葡萄酒は設立当初，本格ワインである「生
葡萄酒」をおもな商品としていたが，ここではその後発売した甘口ワインである「ポート」の歴史性を前面に出し
ている。いかに甘味葡萄酒が日本のワインを支えてきたか，その経緯がかいまみえる。
